
学 習 講 演 会

◆ ◆ ◆ 大 阪 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー 事 業 ◆ ◆ ◆

 iPS 細胞・RNA 研究で目指す iPS 細胞・RNA 研究で目指す
未来の科学と医療未来の科学と医療

　※定員になり次第、締め切らせて
　　いただきます。

申込み期限　3月 18 日（水）

2026年3月20日（金・祝）

10:15 ～ 12:00（受付 10:00 ～）
708 号室

京都大学iPS細胞研究所(CiRA)   齊藤 博英 教授東京大学定量生命科学研究所(IQB)
みなさんは iPS 細胞や RNAの研究について、聞かれたことはある
でしょうか？  iPS 細胞は京都大学の山中博士らによって発見され、
2012 年ノーベル賞を受賞されました。
また、今年や去年のノーベル賞のトピックスは RNAに関わるもの
でした。実際にこれから iPS 細胞や RNAは、私たちの健康や医療
にどのように関わってくる可能性があるのでしょうか？
本講演では、私が研究者を目指したきっかけや、私が今取り組んで
いる、RNAや次世代型 iPS 細胞を活用して、新たな生命科学や医
学を開拓する取り組みについて紹介したいと思います。

●会場へのアクセス
　エル・おおさか（大阪府立労働センター）
　〔大阪市中央区北浜東３－ 14〕

　　京阪電鉄「天満橋駅」または
　　地下鉄谷町線「天満橋駅」下車　徒歩 10分

主催
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06-6115-777406-6115-7774

参加費 無料
定員  70 名
定員  70 名

会 場 参 加
オンライン参加


